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えんどう力一
り き か ず

の市議会リポート 

 

 

 

                  

               
 

         6 月定例議会 

 

 

まめに働きこまめに聞きます 

 

 

◎新庁舎建設予定地 県立中央病院跡地に！ 
 

出雲市新庁舎建設調査検討会議は、新庁舎の建設地について中央病院跡地が適当とする

最終報告を、西尾理弘出雲市長に提出しました。 

 
◎子育て支援  児童手当の支給対象年齢を小学６年修了前までに拡大 

 

＊注意＊  申請手続きを忘れずに 

新たに児童手当を受ける方や５年生、６年生の児童がいる家

庭で、これまで手当てを受けていなかった方、所得制限の引

き上げで新たに支給対象となる人も手続きが必要です。 

今年９月２９日までに申請をすれば、さかのぼって４月分から

支給されます。これを過ぎると申請月の翌月分からになりま

すので、ご注意を！ 
 
 

公明党 出雲市議会 
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出雲市議会議員 公明党 遠藤力一の市議会リポートです。 
 

 今年の６月議会は、なんだかとてもあっさりと終わりました。 
とはいえこれが普通で、合併と選挙が重なった昨年が尋常ではなかった、というのが

本当のところのようです。 
  
本年度からの中期財政計画も決まり、 

限られた財源のなかで公債費の増を抑

制しながら、「２１世紀出雲のグランドデ

ザイン」の着実な実現をめざしてさまざ

まな事案が動きだしています。 
市役所新庁舎建設・大社門前町開発事

業・阿國座（仮称）建設・弥生博物館（仮

称）建設・四絡小学校改修・市営有原住

宅建替え工事・風力発電事業など、大型

プロジェクトが目白押しの状況です。 
 
 限られた財源を有効に使い、今後ますます進む地方分権に向けた動きの中で、生き

残り、活力のある街であり続けるために、これからの１年１年がとても大切になりま

す。 
合併特例債の使えるこの１０年、私たち議員と市長は大きな責任を負っていると言え

ます。私心を排し後世への礎となる政治を日々行ってまいります。 
 
７月５日に北側一雄国土交通大臣が隠岐空港のことで来県され、私たちも懇談する

機会を得る予定でした、当日の朝、北朝鮮のミサイル問題が起こるまでは。 
出雲のことを何点かお話ししたかったのですが、残念です。 
 しかし、この件についての県の対応はお粗末でした、危機管理能力・危機意識が欠

落しており、原子力発電所をお膝元に抱える自治体として、情けない状態です。 
１０キロ圏内に平田地域の地合町が入っており、しっかりとした対応を望みます。 
 
 ジャワ島中部地震の募金  

 
ジャワ島中部地震の救援募金の応援に行って

きました。 
ラピタ本店前で島根県災害救援の会出雲支部

の方々が救援募金を行っており、私たち出雲市

議会公明党も募金活動の応援をさせて頂きま

した。 
大勢の市民の方にも応援していただきました、

大変ありがとございました。 
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本年５月２７日にインドネシアジョグジャカルタでおき

た地震により約６０００人の方々が亡くなられ、また多く

の方が負傷されました 
インドネシアは貧しく、避難所となるべき、学校や公民館

が倒壊し、家屋も損害が大きい状況です、被災された多く

の方は、建物の下敷きになったといいます。 
一日も早い復興が望まれます。 
 
島根県全域で募金活動が行われ、出雲の皆さまにいただい

た募金￥３０,２４６円もあわせて、寄託されました。 
 

 
 
                                       

           実現しました ！                  
   平田布崎交差点 旭丘中学入り口付近の右折車トラブルの解消を！    
                                                    

 
 
旭丘中学方面から、旭が丘町内と日の

出町内の住民が、朝夕のラッシュ時に

国道４３１号線へ右折しようとしても 
非常に困難な状況でした。 
無理に右折しようとして、過去に何度

もトラブルが発生していました。 
 

 
今年２月交通量などの県警の調査を

経て、住民からの聞き取り、対処方

法を検討。 
 
交差点から白線枠を描き、さらに枠

線手前に「枠内停車禁止」の看板を

設置することでトラブル減少をはか

ることができました。 
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 出雲市内の施設建設などの最近の動き  
 
『市役所新庁舎建設』 建設予定地は中央病院跡地との意見が出そろい、今後、規模仕 

様などが協議される。 
『大社門前町開発事業・阿國座（仮称）建設』 出雲市の観光拠点として重要な位置 

を占める大社地域の開発事業を推進するため、再生・整備プ 
ロジェクト推進本部が設置される。 

           阿國座は、出雲大社球場を建設予定地とし、設計業務を８月 
以降、測量調査など開始。 

『弥生博物館（仮称）建設』 西谷墳墓群などの研究機関として建設が模索されてい 
るが、歴史博物館の平成１９年度開館もあり、その規模など 
について論議がなされている。 
 

  
６６月月議議会会でで一一般般質質問問    ＊＊質問は一部要旨のみ 

 
問「心を病み死に至る人たちへなすべきことは」と題して、毎年３万人以上の自殺 

者が出ていることに対して出雲市の取り組みを質しました。 
深刻化する自殺を防止するために、自殺対策基本法が提出された。島根県における死亡

率は１９９６年以降２位から７位の間を推移するという憂うべき状況が続いている。動

機の第一位は健康問題、二位は経済生活問題だ。 
社会的要因による死が多く、未然防止には自治体の担う役割が大きい、遺族への支援

も必要だ。対策室をつくるなど『取り組む意思を明確にすること』が重要だと思うが、

市長の見解を伺う。 
 
市長  極めて深刻な社会現象で、大いに憂うべき問題です。対策としては、

保健所での精神科医師による「心の健康相談」、市での「健やかライフ健康相談」

などを行っています。また自殺予防対策連絡会議を立ち上げ、情報交換・啓発活

動を行っています。 
しかしまだ一人抱え込んで悩んでいる人が多いと思われます。 昨年行ったうつ

病のアンケートでも精神科などに行きたいけど抵抗があると答えた人が６８％に

達しています。 
今後、県や事業所、地域生活支援センター、社会福祉協議会と連携を密にして、

相談事業を充実し、自殺防止に務めてまいります。 
 
次に、「陽子線利用によるがん対策の推進」について質問しました。 

がん対策推進基本法が今国会に提出された、がん患者の高齢化が進み、手術に耐えられ

ない患者が増えている、またがんの欧米化が進んでいる。 
この治療に高い成果をおさめているのが「陽子線治療」だ、施設は現在国内に５ヶ所し

かない、出雲市につくってはいかがか。 
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 特定調停  とくていちょうてい 
多重債務（たくさんの借金をしている状態）の方で、サラ金など

から高利の金を借りているが毎月の返済がきつく困っている。 
返済のための借り入れを繰り返している。 
自己破産はしたくない。 
毎月ある程度決まった金額の返済はできる。 
誰に相談してよいか分からない。 
借金していることを知られたくない、、、などなど。 
きっかけはどうあれ、２９.２％などの高利でお金を借りると、なかなか完済できませ

ん。返しても返しても減らないのです。 
借りないことが一番良いのですが、借りてしまったものはしょうがありません。 
返せないことで苦しんでいらっしゃる方が大勢います、しかし、これだけ高金利では

返せないのが当たり前なのです。 
借金解決の手法として「自己破産」「民事再生」「任意整理」「特定調停」などがあり

ますが、条件があえば、「特定調停」が一番手軽で費用も安く、借金問題を解決でき

ます。  
  
  

------市市民民相相談談  いいつつででももおお受受けけししまますす------    

弁弁護護士士にによよるる無無料料法法律律相相談談もも月月１１回回あありりまますす  

  公明党 出雲市議会 
いのちと暮らしを守る人間主義の政治をめざします 
生活者の視点に立った文化・福祉をめざします 
人間と自然が調和する「環境出雲」をめざします 
出雲から世界へ発信、国際性豊かな町づくりをめざします 
草の根民主主義の開花と地方主権の確立をめざします 
民衆の側に立ったオピニオン・リーダーをめざします 

発行者   公明党 出雲市議会議員   遠藤力一
りきかず

 
 


